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第５・６学年国語科学習指導案

日 時 平成２１年１０月２日(金)６校時
児 童 ５年生 男子３名 女子４名

６年生 男子４名 女子２名

計 １３名
指導者 江六前 理香子

１ 単元名 目的に応じた伝え方を考えよう １ 単元名 筆者の考えを受け止め，自分の考えを伝え
よう

教材名 「ニュース番組作りの現場から」
「工夫して発信しよう」 教材名 「平和のとりでを築く」
「編集して伝える」 （光村５年下） 「自分の考えを発信しよう」

「インターネットと学習」 （光村６年下）

２ 単元について ２ 単元について
（１）児童について （１）児童について

児童は，５年上「サクラソウとトラマルハナバチ」 児童は，６年上「生き物はつながりの中に」で，形
で，形式段落ごとに要点をまとめ，それをもとに要旨 式段落ごとに要点をまとめ，それをもとに文章を要約
をまとめることや，筆者の考えに対する自分の考えを することや，筆者の考えに対する自分の考えをまとめ

まとめる学習を行った。要点をとらえにくい段落を除 る学習を行った。中心となる語や文をとらえ，内容を
き，ほとんどの児童は中心となる語や文に着目し要点 整理して文章の内容をとらえる力は付いてきているが
をまとめることができた。また，要旨や自分の考えも 中には不十分である児童もいる。正確に音読したり，

全員が自分なりにまとめることができている。全体的 自分の考えや思いを書いたりすることが苦手な児童も
に理解力も高い。しかし，自分の考えに自信がもてず， おり，個人差もある。
進んで発表することを苦手とする児童もいる。 「平和」についてはこれまでの学習を通して関心は
児童の「ニュース」についての情報の多くは，テレ もっており，大事なことだという意識はあるものの，

ビのニュース番組である。特に強い関心をもっている しっかりと根拠をもって考えてはいない。本単元では，
児童は少ないが，１学期にテレビ番組に出演したこと 「平和」というテーマで，主教材で学んだ力を生かし
もあり，制作の過程について述べられた「ニュース番 て，自分なりの考えをもち，発信していく学習を通し

組作りの現場から」は，興味・関心をもって読めると て，目標に迫りた い。
思われる。本単元では，主教材で学んだ力を生かして，
自らがニュースを発信する活動を通して，目標に迫り （２）単元及び教材について

たい。 第５・６学年の「読むこと」の目標は，「目的に応
じ，内容や要旨をとらえながら読む能力を身に付けさ

（２）単元及び教材について せるとともに，読書を通して考えを広げたり深めたり

第５・６学年の「読むこと」の目標は，「目的に応 しようとする態度を育てる。」である。本単元では「読
じ，内容や要旨をとらえながら読む能力を身に付けさ むこと」の指導事項イ「目的に応じて，本や文章を比
せるとともに，読書を通して考えを広げたり深めたり べて読むなどの効果的な読み方を工夫すること。」と
しようとする態度を育てる。」である。本単元では「読 指導事項ウ「目的に応じて，文章の内容を的確に押さ

むこと」の指導事項イ「目的に応じて，本や文章を比 えて要旨をとらえたり，事実と感想，意見などとの関
べて読むなどの効果的な読み方を工夫すること。」と 係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりす
指導事項ウ「目的に応じて，文章の内容を的確に押さ ること」を主目標とする。

えて要旨をとらえたり，事実と感想，意見などとの関 本単元は，「平和のとりでを築く」と「自分の考え
係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりす を発信しよう」から構成されている。「平和」に関す
ること。」を主目標とする。 る説明的文章教材を事実と意見を区別しながら読み，

本単元は，「ニュース番組作りの現場から」と「工 筆者の考えをとらえ，それについて自分の考えをもつ
夫して発信しよう」から構成されている。ニュースの こと，必要な材料を集めて文章にまとめること，それ
特集がどのように作られているのか，内容を押さえな を発信することが主な学習内容となっている。

がら読み，発信者の意図や願いがあることを知ること， 「平和のとりでを築く」は，原子爆弾によって傷だ
そして，その後，自らが目的に応じて材料を収集・整 らけになった広島の「物産陳列館」が平和を願う多く
理・編集し，ビデオニュースとして発信することが主 の人々の力によって，世界遺産「原爆ドーム」となっ
な学習内容となっている。 た経緯と，日本人としてその史実をしっかりと受け止

「ニュース番組作りの現場から」は，時間の順序に め，後世に伝えていきたいというの筆者の思いや，平
沿って，その制作の過程が分かりやすく表現されてい 和への願いが描かれている教材である。文章構成も分
る。そのため，内容を時間の順序にしたがって的確に かりやすく，筆者の考えを丁寧に読み取ることによっ

とらえ，要旨を読む力を培うことができる教材である。 て，それに対する自分の考えをもつことができる教材
「工夫して発信しよう」「編集して伝える」は，自 である。

分の考えを発信する方法や情報収集・調べ方などを学 「自分の考えを発信しよう」「インターネットと学

ぶ。学習の流れが，学習の手引きとして分かりやすく 習」は，自分の考えを発信する方法や情報収集・調べ
提示されており，活動をより具体化してとらえること 方などを学ぶ。「平和」というテーマにかかわる多様
ができる。さらに，編集作業を通して，書いたり話し な材料を集め，自分なりの考えをもちながら読み，平

たりする力を総合的に培うことができる教材である。 和について自分の意見が伝わるように、組み立てを考
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このように，目的に応じた伝え方を考えながら読み， えながら発信していく学習に適した教材であるといえ

自分の伝えたいことの中心がよく分かるように発信し る。
ていく学習に適した教材であるといえる。

（３）指導について

（３）指導について 本単元は，「発信」に重点を置いた情報活用単元の
本単元は，「発信」に重点を置いた情報活用単元に 総仕上げに位置付けられているといえる。主に以下の

位置付けられているといえる。主に以下の点について 点についての指導を通し，確かに読む力を育成をした
の指導を通し，確かに読む力を育成をしたいと考えて いと考えている。

いる。 第一次では，時事ニュースや読書経験をもとに「平
第一次では，「ニュース番組」に関する話し合いを 和」に関する話し合いをすることで，学習への関心を

したり，実際のニュースと特集の違いを見せることに もたせたい。また，初発の感想や要旨の予想を書かせ，

よって，学習への関心をもたせたい。また，初発の感 それをもとに学習課題や学習計画を立てたい。そして，
想や要旨の予想を書かせ，それをもとに学習課題や学 第三次では「平和についての意見文を書いて地域の
習計画を立てたい。そして，第三次では「ビデオニュ 人に発信する」という最終ゴールを確認し，目的意識

ースを作り，吉ヶ沢小学校の人たちに見てもらおう」 や課題意識・見通しをもって学習に取り組めるように
という最終ゴールを確認し，目的意識や課題意識・見 していきたい。
通しをもって学習に取り組めるようにしていきたい。 第二次では，「平和のとりでを築く」を読み，筆者

第二次では，「ニュース番組作りの現場から」がそ の考えを丁寧に読み取っていきたい。
の後の活動の手引きともなっているので，内容を丁寧 文章構成は，「原爆ドームに対する筆者の思い」→
に読み取っていきたい。 「原爆ドームがたどった歴史」→「世界遺産への道の
文章構成は，「話題提示」→「過程」→「総括」と り」→「筆者の伝えたい思い」となっており，筆者の

分かりやすい構成になっている。特にも総括の段落が 考えをとらえやすくなっているので，まとまりに気を
要旨に近い内容を述べているので，段落のまとまりに 付けて読んでいくことで筆者の思いを理解させたい。
気を付けて読んでいくことで筆者の思いを理解させた また，事実と意見が分かりやすく区別されている。「わ

い。 たし」という主語を用いて筆者が思いを語るところや，
また，番組作りの過程を，時間の流れやキーワード 「～た。」「～る。」と「～なのだ。」「～なのである。」

に着目して，読み取らせたい。その際，要旨をまとめ という文末表現に着目させ，サイドラインを色別で引

る時に確認しやすいように，各過程の要点を表にまと かせることで違いを明確にとらえさせ，要旨を押さえ
める形で読み取りをさせたい。 る手がかりにしたい。さらに，表現の効果として「原
最後には，話題提示とまとめの整合性があることを 爆ドーム」の言い換えの工夫（「建造物」「世界遺産」

確かめる学習を行い，第三次の「ビデオニュース」作 「記念碑」「世界の遺産」）を押さえ，その効果につ
りの際に生かせるようにしたい。 いても考えさせていきたい。また，読み取った内容に
第三次では，吉ヶ沢小学校の児童という相手を意識 ついて自分の考えを書く活動も取り入れ，読み取った

し，受け手にとって意味のある話題をどう取り上げる 内容を深め，第三次の意見文を書く活動に生かせるよ

か，取材のための方法はどんなものがあるか，どうい うにしていきたい。
う情報が必要か，伝えたいことの中心がよく分かるよ 第三次では，「平和」についての自分の考えの根拠
うにするにはどう編集したらよいかなどを考えること となる材料をしっかりと集めさせ，適切に材料を選ん

を通して，目的や相手に応じた伝え方の工夫を身に付 だり効果的な伝え方を考えさせたい。二次での学習を
けさせたい。 生かし，文末表現を工夫するなど，事実と意見を区別

して書くことを意識させたい。そして，書いた意見文

３ 単元の目標 を読み合い，内容について，また，意見文の書き方に
（１）国語への関心・意欲・態度 ついて感じたことを交流させ，お互いに助言し合わせ
○「ニュース番組作り」に関心をもち，進んでその過 る。さらに，修正したものを地域の人に発信すること

程や要旨を読み取ったり，表現を工夫して発信した で，自分の考えを深めさせたい。
りしようとする。

（２）読む能力 ３ 単元の目標
○番組作りの大切な点を時間の順序にしたがって的確 （１）国語への関心・意欲・態度

に押さえながら，自分達が番組を作るために必要な ○「平和」について筆者が訴えたいことを進んで読み
事柄を読み取ることができる。 （読むことイ・エ） 取ろうとしたり，自分の考えを進んで書こうとした

（３）書く能力 りする。

○目的や意図に応じて，書く必要のある事柄を選んだ （２）読む能力
り，編集作業を通して，集めた材料を目的に合わせ ○書かれている内容について事実と感想，意見の関係
て整理し，加工して伝えることができる。 を押さえ，自分の考えを明確にしながら読むことが

（書くことア・ウ・オ） できる。 （読むことイ・ウ）
（４）伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 （３）書く能力
○文や文章にはいろいろな構成があることを知り，適 ○自分の考えを明確に表現するために，材料を選んだ

切なものを考えることができる。 り，効果的な文章の組み立てを考えたり，事実と意
［言語事項（１）イ（キ）］ 見を区別して書くことができる。

（書くことア・イ・ウ）
（４）伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

○文や文章にはいろいろな構成があることを知り，適
切なものを考えることができる。

［言語事項（１）イ（キ）］
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４ 指導計画及び評価基準 ４ 指導計画及び評価基準

（１５時間 読む８時間 書く７時間） （１５時間 読む８時間 書く７時間）
次 時 主な学習活動 具体の評価規準 次 時 主な学習活動 具体の評価規準
第 １ 第 １

一 学習計画を立てよう。 一 学習計画を立てよう。
次 次

【課題】学習の見通しをもと 【課題】学習の見通しをもと
う。 【関】ニュース番 う。 【関】戦争や平和

(1)単元名，リード文，題明 組についての知っ (1)単元名，リード文，題名 についての思いや
からテレビの「ニュース番 ていることなどを から「平和」について話し 考えなどを発表し
組」について話し合う。 発表したり，これ 合う。 たり，これからの

(2)教科書の単元構成に目を からの学習の見通 (2)教科書の単元構成に目を 学習の見通しをも
通し，単元全体の見通しを しをもとうとして 通し，単元全体の見通しを とうとしている。
もつ。 いる。（観察・発 もつ。 （観察・発言・ノ

(3)「ニュース番組の現場か 言・ノート） (3)「平和のとりでを築く」 ート）
ら」を読み，初発の感想を 【読】進出漢字の を読み，初発の感想を書く。【読】進出漢字の
書く。 読みや語句の意味 (4)新出漢字と語句の意味調 読みや語句の意味

(4)実際のニュースと特集の について理解して べをする。 について理解して
違いを考える。 いる。（発言・ノ いる。（発言・ノ

(5)新出漢字と語句の意味調 ート） ート）
べをする。

２【課題】学習計画を立てよう。【関】初発の感想 ２【課題】学習計画を立てよう。【関】初発の感想
(1)感想を交流し，学習計画 を進んで発表した (1)感想を交流し，学習計画 を進んで発表した
を立てる。 り，読みの課題に を立てる。 り，読みの課題に

(2)音読練習をする。 ついて話し合った (2)音読練習をする。 ついて話し合った
りしている。（観 りしている。（観
察・発言・ワーク 察・発言・ワーク

シート） シート）
第 ３ 第 ３
二 内容を読み取り，要旨をま 二 内容を読み取り，要約文を

次 とめよう。 次 書こう。

【課題】文章構成をつかもう。【読・言】文章全 【課題】文章構成をつかもう。【読・言】文章全
(1)文章のおおまかな構成を 体を３つの大きな (1)文章のおおまかな構成を 体を４つの大きな

把握し（はじめ・中・終わ まとまりに正しく 把握し（はじめ・中・終わ まとまりに正しく
り），内容のまとまりを３ 分けている。話題 り），内容のまとまりを４ 分けている。話題
つに分ける。中の部分に小 題提示文をとらえ つに分ける。 題提示文をとらえ

見出しをつける。 ている。（発言・ (2)①段落を読み，話題提示 ている。（発言・
(2)①段落を読み，話題提示 ワークシート） 文をとらえる。 ワークシート）
文をとらえる。

４ 【課題】②～③段落の要点を 【読】時間の流れ ４ 【課題】②～⑧段落の要点を 【読】時間の流れ
まとめ，放送の１６日前ま に沿って，特集が まとめ，原爆ドームがたど に沿って形式段落
で報道スタッフがしたこと できるまでの過程 った歴史について読み取ろ の要点を押さえ，

を読み取ろう。 について形式段落 う。 自分の考えをまと
(1)②③段落の要点（報道ス の要点を押さえ， (1)②～⑧段落の要点をまと めている。（発言
タッフがしたことと大事な 自分の参考にした める。 ・ワークシート）
点や気を付けること）をま いことをまとめて (2)自分の感じたこと，考え
とめる。 いる。（発言・ワ たことをまとめる。

(2)自分の参考にしたいこと ークシート）
をまとめる。

５ 【課題】④～⑦段落の要点を 【読】時間の流れ ５ 【課題】⑨～⑪段落の要点を 【読】事実と筆者
まとめ，放送の８日前まで に沿って，特集が まとめ，原爆ドームが世界 の思いを区別して
報道スタッフがしたことを できるまでの過程 遺産になるまでの歴史につ 形式段落の要点を

読み取ろう。 について形式段落 いて読み取ろう。 押さえ，自分の考
(1)④～⑦段落の要点（報道 の要点を押さえ， (1)⑨～⑪段落の要点をまと えをまとめてい
スタッフがしたこととと大 と自分の参考にし める。 る。（発言・ワー

事な点や気を付けること） たいことをまとめ (2)自分の感じたこと，考え クシート）
をまとめる。 ている。（発言・ たことをまとめる。

(2)自分の参考にしたいこと ワークシート）
をまとめる。

６ 【課題】⑧～⑪段落の要点を 【読】時間の流れ ６ 【課題】⑫～⑬段落の要点を 【読】要旨をまと
本 まとめ，「撮影」～「放送」 に沿って，特集が 本 まとめ，筆者の伝えたいこ め，自分の考えを
時 まで報道スタッフがしたこ できるまでの過程 時 とを読み取ろう。 もっている。（発

とを読み取ろう。 について形式段落 (1)⑫⑬段落の要点をまとめ 言・ワークシー
(1)⑧～⑪段落の要点（報道 の要点を押さえ， る。 ト）
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スタッフがしたことと大事 自分の参考にした (2)筆者の伝えたいことを読
な点や気を付けること）を いことをまとめて み取り，自分の考えをもつ。
まとめる。 いる。（発言・ワ

(2)自分の参考にしたいこと ークシート）

をまとめる。
７ 【課題】⑫段落の要点をまと 【読】⑫段落の要 ７ 【課題】文章全体を要約しよ 【読】文章を四百

め，報道スタッフの願いを 点をまとめ，放送 ８ う。 字程度に要約し，
読み取ろう。 で伝えたかったこ (1)要点を手がかりに文章全 それについての自

(1)⑫段落の要点をまとめる。とや願いを読み取 体を要約する。 分の考えを
(2)話題提示とまとめとの整 っている。（発言 (2)自分の考えを発表し合 発表している。（ワ
合性を確かめる。 ・ワークシート） う。 ークシート・発

８ 【課題】要旨をまとめよう。 【読】二百字程度 言）
(1)要旨をまとめる。 で要旨をまとめ，
(2)自分の考えを発表し合 自分の考えを発表

う。 している。（ワー
クシート・発言）

第 ９ 第 ９

三 工夫して発信しよう。 三 自分の考えを発信しよう。
次 「ビデオニュース」を作り， 次 「平和」についての意見文

吉ヶ沢小学校の友だちに見 を書き，地域の人に読んで
てもらおう。 もらおう。

(1)「自分の考えを発信しよ【書】話題や取材， (1)「自分の考えを発信しよ 【書】自分のテー
う」を読み，考えを発信す 伝える方法につい う」を読み，考えを発信す マを決めている。

るために計画を立て，見通 て話し合ってい るために計画を立て，見通 （ワークシート・
しをもつ。 る。（観察・ワー しをもつ。 発言）

(2)企画会議を開く。 クシート）

10 (1)必要な材料を集める。 【書】目的に応じ 10 (1）自分の伝えたいテーマに 【書】自分のテー
11 ・取材する。 て，必要な材料を ついて「仮の要旨」を決め マに沿って，必要
12 ・取材をもとに伝えたいこと 集めている。（観 る。 な材料を集めてい

の中心を考える。 察・原稿） (2)必要な材料を集める。 る。（観察・ワー
・内容と構成を決める。 クシート）
・必要なものを用意したり、 11 (1)「仮の要旨」を「確定し 【書】材料をもと
原稿を書いて練習したりす た要旨」にまとめ直す。 に，要旨を確定し

る。 ている。（観察・
ワークシート）

12 (1)文章の構成を考える。 【書】自分の考え

が伝わるように組
み立てを工夫して
構成を考えてい

る。（観察・ワー
クシート）

13 (1)編集する。 【書】学んだこと 13 (1)意見文を書き，推敲する。【書】事実と意見
14 ・伝えたいことの中心を考え を生かし，目的や 14 (2)交流して助言し合う。 ・考えを区別して

て，効果的に表現する。 相手に応じて，願 自分の考えが伝わ
いをもって編集し りやすい文章を書
ようとしている。 いている。（観察

（観察・原稿） ・ワークシート）
15 (1)ビデオニュースを見合い，【関】学習の仕方 15 (1)５年生に対し自分の考え 【関】学習の仕方

交流し合う。 や発信した自分の を発信する。 や発信した自分の

(2)単元を振り返る。 学習に対して，学 (2)単元を振り返る。 学習に対して，学
習した意味を見い 習した意味を見い
出している。（観 出している。（観

察・発言） 察・発言）
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５ 本時の学習（本時６／１５） ５ 本時の学習（本時６／１５）

（１）本時の目標 （１）本時の目標
「撮影」～「放送」ま で報道スタッフがしたこと ⑫～⑬段落の要旨をまとめ，自分の考えをもつこと
を読み取り，自分の参考に したいことをまとめる ができる。

ことができる。 （２）指導にあたって
（２）指導にあたって 確かな読みの力を付けるために，本時では次の言

確かな読みの力を付けるために，本時では次の言語 語活動を取り入れる。
活動を取り入れる。 《言語活動①》表現の仕方の工夫を見付け，筆者の思い

《言語活動①》ニュース番組ができるまでの過程や大 を読み取る。
事なこと，気を付けることを関連させ， 《言語活動②》筆者の伝えたいことに対して，自分の考
要点を表に整理してまとめる。 えをもつ。

《言語活動②》報道スタッフの工夫などについて，自
分の参考になることをまとめる。

（３）本時の指導 （３）本時の指導

段 ○指導上の留意点 ５年生 形 形 ６年生 ○指導上の留意点 段
階 ◆評価 学習活動 態 態 学習活動 ◆評価 階
見 ○前時の学習を想起 １ 本時の学習課題を確認 直 直 １ 本時の学習課題を確認 ○前時の学習を想起 見

通 させ，本時の課題 する。 接 接 する。 起させ，本時の課 通
す を確認する。 ５ ５ 題を確認する。 す
○主な言語活動や学 「さつえい」～「放送」 分 分 要旨をまとめ，それに対 ○主な言語活動や学
習の進め方を確認 まで報道スタッフがした して自分の考えをもとう。 習の進め方を確認

し，学習への見通 ことを読み取り，自分の し，学習への見通
しをもたせる。 参考にしたいことをまと しをもたせる。

○報道スタッフのし めよう。 ２ 学習場面を音読する。 ○筆者の伝えたいこ

たことを考えさせ とを考えさせなが
ながら，各自読ま ら，各自読ませる。
せる。 ２ 学習場面を音読する。

ふ ○「要点」は、あら ３ 報道スタッフがしたこ 直 間 ３ 筆者の伝えたいことを ○中心文は，サイド ふ
か かじめ表にまとめ とを読み取る。 接 接 読み取る。 ラインを引かせ確 か
め させておき，隣同 《言語活動①》 16 16 (１)要点を話し合う。 認しておく。要点 め

る 士での話し合いか 分 分 もあらかじめまと る
ら始め，話し合っ (１)ニュース番組ができ めさせておき，隣
た要点を黒板に書 るまでの過程や大事な 同士の話し合いか
かせる。 こと，気を付けること ら始める。

を関連させ，要点を表 《言語活動①》 ○キーワード（「原
に整理してまとめる。 爆ドーム」「記念

(２)表現の仕方の工夫を 碑」「平和のとり

見付け，筆者の思いを で」 「世界の遺
〈要点〉 読み取る。 産」）や文末表現
（報道スタッフが （大事なことや気を付ける に気を付けて考え

したこと） こと） ○「戦争は人の心の中で生 させる。
⑧さつえいが始ま ⑧テレビでは，言葉だけで まれるもの」とは？ ○詳しく読んでほし
った。 なく映像も大きな役割を ・自分勝手な思い い視点を与えてお

もつので，目で見て分か ・相手を打ち負かそうとす く。
るようにする。 る心 （「戦争は人の心

⑨（放送２日前） ⑨６時間分を８分間にまと ・自己の利益のみを優先す の中で生まれるれ
ディレクターは， める。訓練がなぜ実現し る心 るものとは？」「人

デスクと相談し たのか，訓練に参加した ○「人の心の中に平和のと の心の中に平和の
て編集を始める。 住民はどう思ったのかの りでを築かなければなら とりでを築かなけ

答えが分かるようにしよ ないとは？」 ればならない」と

うと考えた。 ・平和を脅かす核兵器の使 は？）
⑩（放送２日前） ⑩耳で聞いて分かりやすい 用や戦争を許さないこと ○シートにまとめ終
全体の構成に合 ように言葉を選び，初め ・平和を守っていくという わったら，隣同士

わせて，ディレ に結論，理由を後から述 強い心をもつこと で交流させる。そ
クターが放送原 べる。一文を短くし，主 ○文末表現 の後，学習リーダ
稿を書き始める。 語と述語の間を空けない 「～いや，～記念碑なの ーを中心に話し合

ようにする。ひと目で分 である。」 う。話し合ったこ
かるように地図や表など ・現在形で言い切り，核兵 とは黒板に書かせ
も用意する。 器は，今，絶対に必要で ておく。

⑪（午前１０時２ ⑪取材を重ね最も伝えたか ないということを強調し

０分）特集が放 ったことで結んだ。 ている。
送される。 ○ 「世界の遺産なのだ。」

・言い切りの形で，筆者の

○番組作りの努力や （２）要点や大事なことを 強い意志を示している。
願いについては， みんなで話し合い確認す ○「原爆ドーム」の言い換
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読み取ったことを る。 え

もとに，自由に出 ・「記念碑」→「世界の遺
させたい。そして， 産」
自分が情報を発信

する際に参考にな 《言語活動②》 間 直 （３）筆者の伝えたいこと
ることを考える次 接 接 を確かめる。 ○児童の話し合いを
の活動につなげら ４ 報道スタッフの工夫 17 17 （筆者の伝えたいこと） もとに確かめる。
れるようにする。 などについて，自分の 分 分 ・原爆ドームは，後世まで， 「平和のとりで」

参考になることをまと 核兵器は不必要だと警告 とは，筆者の言葉
める。 する記念碑であり，それ ではなく，ユネス

を見る世界中の人々の心 コ憲章からの言葉

（１）自分の考えをまとめ に，戦争を許さず，平和 であることを確認
る。 を守っていく強い意志を する。

○交流することで， （２）隣同士でお互いの考 築くための世界の遺産な

考えを深めさせた えを伝え合う。 のだ。
い。

《言語活動②》

○筆者の伝えたいこ
４ 筆者の伝えたいこと とは，「原爆ドー
に対して自分の考えを ム・核兵器・記念
もつ。 碑・平和のとりで

・世界の遺産」を
（１）考えを出し合う。 使ってまとめさせ
（２）話し合いをもとに， る。また，自分の

自分の考えをまとめる。 考えは「平和」に
ついて同感すると
ころやその理由な

ど，視点を与える
ことで考えをもち
やすくする。

◆具体の評価規準 ◆具体の評価規準
Ａ 時間の流れに沿って，特集ができるまでの Ａ 要旨を的確にまとめ，それに対して自分の
過程について、形式段落の要点を正確におさ 考えを明確にもっている。

え，自分の参考になることを的確にまとめて Ｂ 要旨をまとめ，それに対して自分の考えを
いる。 もっている。

Ｂ 時間の流れに沿って，特集ができるまでの Ｃ 学習した要点や筆者の思いが表れている表

過程について形式段落の要点をおさえ，自分 現に着目させ，筆者の伝えたいことを考えさ
の参考になることをまとめている。 せる。

Ｃ 学習した要点に着目させ，自分の参考にな

ることを考えさせる。

ま ○今日学習したこと ５ 学習のまとめをする。 直 直 ５ 学習のまとめをする。 ○今日学習したこと ま

と を６年生に向けて （１）本時の学習を振り返 接 接 （１）本時の学習を振り返 を，５年生に向け と
め 発表させる。 り発表する。 ５ ５ り発表する。 て発表させる。 め
る ・今日の学習で分かった 分 分 ・今日の学習で分かった る

こと こと

・今日の学習の感想（今 ・今日の学習の感想（今
日の友達との意見交流 日の友達との意見交流
で感じたこと，深まっ で感じたこと，深まっ

たこと等） たこと等）
つ ○学習を通して向上 ６ 次時の学習内容を知る。 直 直 ６ 次時の学習内容を知る。 ○学習を通して向上 つ
な したことを伝え， ・⑫段落の要点をまとめ，接 接 ・文章全体を要約するとい したことを伝え， な

げ 次時の学習への意 報道スタッフの願いを ２ ２ うこと。 次時の学習への意 げ
る 欲をもたせる。 読み取ること。 分 分 欲を持たせる。 る


